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 （総括・分担）研究報告書 

 
      重複障害の人工内耳装用児の療育手法と言語発達に関する検討 

 
研究分担者 城間 将江 国際医療福祉大学大学院 教授 

  研究要旨 
「重複障害を合併する人工内耳装用児の療育」に関する解説を継
続して検討・修正を行った。また、関連する国内外の文献を抄読
し、重複障害児に対する人工内耳装用効果を確認した。さらに、
対象児や保護者支援には多職種連携が重要であると考えられた。 

 

 

       Ａ．研究目的 
        重複障害を合併する人工内耳装用児は、 
   難聴単独の児に比べてどのような支援が 
   必要か検討した。 
       Ｂ．研究方法 
        昨年度行ったシステマティックレビュ 
    ―に加えて、重複障害を合併する難聴児 
   および人工内耳装用児に関する書籍や 
   文献をもとに、解説内容の問題点や課題に 
   ついて分析した。 
       Ｃ．研究結果 
     重複障害を合併する人工内耳装用児の言 

語習得は障害特性によってその進度や方法 
が異なるが、生活の質が向上していた。 

       Ｄ．考察 
        重複障害を合併する人工内耳装用児の 
   支援に当たっては、聴覚・言語・音声のみ 
   ならず日常生活のQOLも評価する必要が 
   あること、多職種・多施設連携で子どもの 
   発達特性に応じた指導が必要であること 
   などが考えられた。また、保護者の負担を 
   軽減する支援も必要と考えられた。 
   Ｅ．結論 
     重複障害を合併する人工内耳装用児の支 

援には、個々の障害特性を理解して対策を 
講じること、保護者支援をすること、多職 
種が連携して関わることが重要である。 
 

   Ｆ．健康危険情報 
    該当なし 
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  （予定を含む。） 
1. 特許取得 

該当なし 
2. 実用新案登録 

該当なし 
3. その他 
   該当なし 
 

  

 


